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研究課題「最悪シナリオを考慮した淀川流域洪水予測と広域避難に関する基礎的研究」で

は，まず淀川流域，特に大阪市を対象として極端洪水の想定を実施した．具体的には図-1

のように 2011 年 9月の紀伊半島豪雨を淀川流域に向かって北に 100km 移動し，これを最悪

レベルの豪雨とし．この仮想豪雨を洪水流出・氾濫計算モデルに入力し，淀川流域，特に

大阪市や寝屋川流域における浸水深，枚方地点における河道流量・水位を推定した．この

モデルにより試算した各地点での最大浸水深を図-2 に示す．この計算によると大阪市，寝

屋川市の多くの地域は 1m前後の浸水で水没する． 

 

 
図-1:淀川流域と紀伊半島仮想豪雨 

 
 

図-2:大阪市・寝屋川市付近での仮想洪水 

 

次に，特に大阪市の浸水深，また枚方地点での河道水位などに着目し，大阪市北区及び中

央区に注目した避難行動の分析を実施した．マルチエージェント法による避難行動モデル

を用いて，信号の影響なども考慮した避難計算を実施し，最悪洪水時の広域避難の必要性

について検討した．具体的には図-3 に示すように, 大阪市北区（緑色），中央区（ピンク色）

に避難所を設定し，北区内避難及び北区から中央区への広域避難を考える．広域避難の数

値実験例を図-4 に示す．紀伊半島仮想豪雨により試算された浸水により大阪市北区の多く

の地域が水没する．したがって，北区内避難所に避難しても危険な状況が起こり得る．こ

のため，中央区の標高が高い地域の避難所に避難する必要性を数値実験によって検討した．
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図-3:避難行数値実験の条件設定 図-4：避難行動数値実験例 

 

 
図-5：避難シミュレーション 3D ウォークスルー機能 

 

現実的には更に多くの要素（例えば高層ビルへの垂直避難等）を考慮する必要があるが，

広域避難の検討が可能となる降雨・流出・浸水・避難モデルを一体的に構築したことは，

本研究の大きな成果である． 

 これに加えて，ソフトウェア AVS による避難シミュレーション 3Dウォークスルー機能を

開発した．これを図-5 に示す．この機能では図-4の多数の避難者からある避難者を選定し

（図-4 赤線），この避難者の視点から 3次元的に避難の状況を可視化できる．このように，

最終的に住民への提示も視野に入れた可視化研究も実施し，その進展にも本研究は貢献し

た．今後は，地域住民などと協力して，具体的に避難訓練などについても考えていく． 

 


